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お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

1
そ
の
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4
・
6
　
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料

5
　
海
住
山
寺
へ
の
伝
来

6
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

京
都
市
上
京
区
堀
川
寺
之
内
上
ル
に
存
す
る
興
聖
寺
に
は
、
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
中
心
と
す
る
五
二
六
一
帖
も
の
一
切
経
が
（1）

伝
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
切
経
の
中
に
は
六
十
数
点
の
訓
点
資
料
が
存
し
、
そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
前
期
頃
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
、
国
語
資
料
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
た
『
大
唐
西
域
記
』
を
含
め
て
、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
三
点
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
十

点
、
室
町
時
代
の
訓
点
資
料
二
点
が
存
し
、
国
語
学
上
、
貴
重
な
知
見
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
訓
点
資
料

に
つ
い
て
は
、
そ
の
素
性
や
「
興
聖
寺
一
切
経
」
に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど
の
全
体
的
な
把
握
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
興
聖
寺
一
切
経
」
に
お
け
る
訓
点
資
料
を
国
語
学
的
な
観
点
か
ら
個
別
に
検
討
し
、
そ
の
素
性
と
全
体
に
お
け
る

位
置
付
け
を
行
な
う
と
と
も
に
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
伝
来
を
含
め
た
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
南
都
の
一
切
経
書
写
と
そ
の
訓
読
活
動

（2）

の
一
端
を
述
べ
た
い
。

2
　
興
聖
寺
一
切
経
の
伝
来

「
興
聖
寺
一
切
経
」
に
お
け
る
訓
点
資
料
の
検
討
を
行
な
う
前
に
、
ま
ず
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
伝
来
を
述
べ
て
お
く
。

「
興
聖
寺
一
切
経
」
は
寺
蔵
文
書
の
享
保
十
一
年
六
月
付
け
目
録
の
中
に
海
住
山
寺
よ
り
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
切
経
　
全
部
五
百
官
／
古
来
之
僧
侶
宮
人
等
寄
合
／
書
、
慶
長
年
中
従
笠
置
／

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

六
六
三
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海
住
山
寺
、
於
当
寺
、
経
／
匝
寛
永
　
女
帝
／
東
福
門
院
御
所
之
／
寄
附
也
／

こ
の
記
述
か
ら
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
が
本
来
は
海
住
山
寺
に
あ
り
、
慶
長
年
間
に
興
聖
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
海

（
一
二
二
四
）

住
山
寺
に
一
切
経
の
存
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
海
住
山
寺
第
一
世
で
あ
る
解
脱
房
貞
慶
の
十
三
回
忌
追
善
供
養
の
際
の
「
元
仁
二
年
海
住

山
上
人
御
房
十
三
年
追
善
願
文
」
　
（
「
一
切
経
供
養
式
井
祖
師
上
人
十
三
年
原
文
」
所
収
）
　
に
次
の
よ
う
な
記
述
の
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
貞
慶
）

奉
安
置
一
切
経
五
千
巻
。
先
師
上
人
伝
旧
本
而
安
置
当
山
、
弟
子
数
輩
書

欠
巻
而
迅
治
経
蔵
補
間
之
経
律
論
成
檀
那
之
結
緑

右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
海
住
山
寺
に
存
し
た
一
切
経
は
貞
慶
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
又
、
こ
の
一
切
経
に
は
欠
巻
が
存
し
た

た
め
に
「
檀
那
之
結
線
」
を
得
て
補
写
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
中
に
元
仁
二
年
の
十
三
回
忌
追
善
供
養
の
勧
進
の
為
に
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
見
出
さ
れ
る

こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

貞
応
三
年
印
七
月
廿
九
日
、
於
薬
師
寺
林
堂
書
写
了
、
雌
元
極
悪
筆
、
且
到
刃
御
頑
、
且
為
自
身
滅
罪
生
善
出
離
生
死
往
生
極
楽
乃

至
法
界
平
等
利
益
之
、
如
形
所
書
写
也
、
園
隆
大
法
師
（
『
諸
経
要
集
』
巻
第
五
）

又
、
こ
の
供
養
願
文
は
東
大
寺
の
宗
性
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
毎
年
三
月
十
三
日
に
「
当
山
恒
例
一
切
経
供

養
法
会
」
　
の
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



弘
長
三
年
額
三
月
二
十
七
日
剛
。
於
海
住
山
寺
十
輪
院
以
当
山
経
蔵
之
本
書
写
之
畢
。
此
式
是
先
師
光
明
院
権
僧
正
覚
遍
之
御
草
也
。

而
去
十
三
日
被
行
矧
山
懐
例
l
可
l
瑚
組
側
養
薗
謝
創
之
剖
嘲
。
宗
性
列
其
衆
聴
聞
之
。
随
喜
之
涙
錐
抑
。
感
激
之
腸
易
断
。
併
同
二
十
五
日
目

罷
入
経
蔵
借
請
彼
蔵
司
寂
心
蓮
位
房
取
出
正
本
所
書
写
也
。
文
章
之
間
処
々
維
有
不
審
事
等
任
本
写
之
。
後
覧
之
輩
。
定
致
其
奇
欺
。

其
次
亦
取
出
当
山
本
願
上
人
御
房
十
三
年
忌
辰
追
善
御
願
文
。
同
書
写
之
華
。
結
集
彼
両
巻
以
為
此
一
帖
焉
。

そ
し
て
、
室
町
時
代
、
嘉
吉
年
間
に
は
「
一
切
経
」
の
欠
を
補
う
書
写
が
次
の
奥
書
の
如
く
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
「
一
切

経
」
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
海
住
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

嘉
吉
二
年
警
一
月
二
十
五
日
為
補
蔵
内
欠
結
久
遠
緑
謄
鳶
、
伏
願

見
聞
覚
知
輩
於
父
母
生
身
連
語
大
覚
位
者
也
　
金
剛
仏
子
童
真
人

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
貞
慶
旧
蔵
の
一
切
経
は
興
聖
寺
に
伝
わ
る
ま
で
海
住
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
貞
慶
が
蔵
し
て
い
た
一
切
経
の
素
性
を
遡
る
た
め
に
一
切
経
の
奥
書
を
検
討
し
て
み
る
。

「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
中
か
ら
「
一
切
経
」
の
記
述
の
存
す
る
奥
書
と
し
て
は
次
の
三
つ
が
見
出
さ
れ
る
。

八
白
毒
寺
一
切
経
）

永
久
二
年
十
月
十
七
日
自
重
寺
一
切
経
之
内
奉
書
写
畢
　
僧
心
西

入
党
母
院
一
切
経
）

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

（
『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
第
二
）

六
六
五
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覚
母
院
一
切
経
内
施
入
　
僧
長
清

六
六
六

（
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
那
耶
』
巻
五
〇
）

（
『
中
阿
含
経
』
巻
第
二
三
）

（
西
楽
寺
一
切
経
）

性
空
仏
　
海
徳
仏
薬
王
仏
（万）

永
滞
　
二
年
八
月
廿
二
日
書
写
之
　
願
、
孟
譜
朗

丹
州
桑
田
郡
小
川
郷
石
白
里

西
楽
寺
一
切
経
内
　
執
筆
者
慶
盛

願
以
一
切
経
　
書
写
威
力
故
　
現
世
獲
悉
地
　
後
生
烏
楽

こ
れ
ら
の
「
一
切
経
」
群
の
う
ち
、
時
期
的
に
は
「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
一
番
降
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
の
「
一
切
経
」
群
を
含
む
形
な

の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
奥
書
全
体
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
興
聖
寺
一
切
経
の
中
で
奥
書
の
記
載
さ
れ
た
も
の
は
八
九

九
巻
が
存
し
、
そ
の
中
で
長
寛
元
年
（
二
六
三
）
か
ら
嘉
応
元
年
（
二
六
九
）
の
六
年
間
の
も
の
が
全
体
の
九
割
ほ
ど
を
占
め
る
。
こ
れ

ら
の
一
群
は
先
に
示
し
た
『
中
阿
含
経
』
巻
第
二
十
三
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
丹
波
国
桑
田
郡
小
川
郷
西
楽
寺
に
お
い
て
勧
進
書
写

さ
れ
た
「
西
楽
寺
一
切
経
」
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

又
、
こ
の
「
西
楽
寺
一
切
経
」
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
経
典
の
料
紙
は
執
れ
も
楕
紙
の
打
紙
（
白
み
が
か
っ
た
黄
葉
紙
・
縦
二
十
五
糎
余
×
横
五

十
三
糎
前
後
）
で
、
こ
の
料
紙
と
同
様
の
料
紙
を
用
い
た
経
典
が
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
多
く
を
占
め
、
こ
れ
ら
は
奥
書
こ
そ
存
し
な
い
も
の

の
料
紙
か
ら
そ
の
素
性
が
「
西
楽
寺
一
切
経
」
と
知
ら
れ
る
。

一
方
、
「
日
豪
寺
一
切
経
」
と
明
示
さ
れ
た
奥
書
は
先
の
一
点
の
み
、
ま
た
、
「
覚
母
院
一
切
経
」
は
三
点
の
み
で
あ
り
、
量
的
に
も
少
な



い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
母
胎
は
「
西
楽
寺
一
切
経
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
纏
め
る
な
ら
ば
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
は
そ
の
全
て
が
均
質
な
一
群
と
は
言
い
難
い
「
取
り
合
わ
せ
」
の
形
態
な
が
ら
、
そ

の
母
胎
が
院
政
期
書
写
の
丹
波
国
桑
田
郡
「
西
楽
音
二
切
経
」
で
あ
り
、
西
楽
寺
か
ら
海
住
山
寺
の
貞
慶
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
、
数
次
の
追

補
や
元
仁
二
年
二
月
の
貞
慶
十
三
回
忌
供
養
の
補
写
な
ど
を
経
て
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
通
じ
て
海
住
山
寺
に
蔵
さ
れ
、
慶
長
年
間
に
興
聖
寺

に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

右
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
訓
点
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

3
　
平
安
時
代
の
訓
点
資
料

「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
平
安
時
代
加
点
の
資
料
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
存
す
る
。

①
大
唐
西
域
記
巻
第
一
（
角
点
・
朱
点
‥
平
安
時
代
初
期
加
点
）

②
大
唐
西
域
記
巻
第
十
二
　
（
朱
点
・
墨
点
‥
平
安
時
代
中
期
加
点
）

③
梵
網
経
巻
上
（
白
点
‥
平
安
時
代
中
期
加
点
）

そ
の
内
、
①
②
の
大
唐
西
域
記
巻
第
一
・
巻
第
十
二
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
が
夙
に
知
ら
れ
、
又
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
素
性
も
既

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
要
点
の
み
を
述
べ
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
③
の
梵
網
経
巻
上
に
つ
い
て
も
同
様
と
し
て
い
る
。

3
・
1
　
大
唐
西
域
記
巻
第
一

「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
中
で
最
も
加
点
時
期
の
古
い
資
料
が
本
書
で
あ
る
。
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
は
全
十
二
帖
を
具
備
し
て
は
い
る
も
の

の
、
六
種
類
の
取
合
せ
本
で
あ
り
、
ま
ず
、
興
聖
寺
一
切
経
中
最
古
の
写
本
に
し
て
最
古
の
加
点
資
料
で
あ
る
巻
第
一
（
延
暦
四
年
‥
七
八
五

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

六
六
七
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写
）
、
次
い
で
、
巻
第
十
二
　
（
平
安
前
期
写
）
、
第
三
種
が
巻
第
二
・
三
・
四
・
五
・
九
の
五
帖
（
仁
安
二
年
写
）
、
第
四
種
が
巻
第
十
・
十
一
（
鎌

倉
時
代
後
期
写
）
、
第
五
種
が
巻
第
六
（
嘉
吉
二
年
‥
一
四
四
二
写
）
、
第
六
種
が
巻
第
七
・
八
（
室
町
時
代
写
）
　
で
あ
る
。

巻
第
一
は
、
そ
の
奥
書
に
「
延
暦
四
年
七
月
書
写
蓮
慶
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
書
写
時
期
が
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
　
と
知
ら
れ
る
。
本
書
は

（3）

角
筆
点
と
朱
ヲ
コ
ト
点
、
白
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
従
来
よ
り
国
語
学
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詳
細
は

先
行
研
究
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
の
み
述
べ
て
お
く
。

本
書
の
加
点
は
、
ま
ず
平
安
時
代
初
頭
頃
に
全
巻
に
亘
っ
て
角
筆
点
が
施
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
角
筆
点
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
失
点
が
施

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
朱
点
は
序
の
み
で
あ
り
、
朱
点
を
施
す
作
業
は
中
途
で
止
め
ら
れ
て
い
る
。
角
筆
並
び
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点
は
次
の
如

く
に
帰
納
さ
れ
る
。

ェ

　

　

コ

ト

　

　

ハ

四
隅
の
「
テ
」
「
ヲ
」
「
ニ
」
「
ハ
」
及
び
「
イ
」
「
モ
」
「
コ
ト
」
が
一
致
す
る
点
で
「
成
賛
論
天
長
五
年
（
八
二
八
）
点
」
「
飯
室
切
金
光
明

最
勝
王
経
註
繹
平
安
初
期
点
」
「
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
方
便
晶
平
安
初
期
点
」
「
大
乗
廣
百
論
繹
論
承
和
八
年
（
八
四
一
）
点
」
の
ヲ
コ
ト
点
と

酷
似
し
て
い
る
．
。
そ
こ
で
、
角
筆
点
並
び
に
朱
点
の
ヲ
コ
ト
点
法
は
中
田
祝
夫
博
士
の
第
一
群
点
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
第

（4）

一
群
点
は
、
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
れ
ば
南
都
の
僧
の
加
点
と
さ
れ
、
本
書
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
の
白
点
も
全
巻
に
亘
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
剥
落
が
著
し
く
非
常
に
判
読
が
困
難
な
状
態
で
は
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
の

点
法
は
中
田
祝
夫
博
士
の
第
二
群
点
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
二
群
点
も
平
安
時
代
前
期
の
南
都
の
僧
に
よ
る
加
点
と
さ
れ



る
が
、
仮
名
字
体
は
省
画
体
が
多
く
、
角
筆
点
よ
り
も
降
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
・
2
　
大
唐
西
域
記
巻
第
十
二

（5）

大
唐
西
域
記
巻
第
十
二
は
、
朱
・
墨
の
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
墨
点
（
仮
名
点
・
声
点
‥
圏
点
）
は
巻
初
数
葉
に
限
ら
れ
る
が
墨
点
が
先

に
施
さ
れ
、
次
い
で
、
朱
点
（
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
）
が
全
体
に
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
書
は
存
し
な
い
が
、
本
書
は
「
承
和
十
一

年
三
月
廿
三
日
　
中
臣
由
多
気
」
と
あ
る
文
書
の
紙
背
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
書
写
時
期
が
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
以
降
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
書
写
時
期
も
承
和
年
間
を
大
き
く
降
ら
な
い
九
世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
加
点
時
期
に
つ
い
て
は
、
訓
点
の
仮

名
字
体
や
仮
名
道
の
乱
れ
の
存
し
な
い
点
等
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
頃
（
天
暦
年
間
以
前
）
と
考
え
ら
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
中
田
祝
夫
博
士
の

（6）

第
四
群
点
、
天
仁
波
留
点
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
天
仁
波
留
点
は
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
天
台
宗
延
暦
寺
で
使
用
さ

（7）
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
の
加
点
時
期
は
、
平
安
時
代
中
期
、
十
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
、
比
叡
山
延
暦
寺
系
の
僧
侶
に
よ
っ
て

加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
・
3
　
梵
網
経
巻
上

梵
網
経
巻
上
に
は
、
全
体
に
亘
っ
て
白
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
第
三
群
点
、
東
大
寺
点
に
属
す

（8）

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
未
だ
ヲ
コ
ト
点
の
み
で
仮
名
等
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。
こ
の
ヲ
コ
ト
点
は
最
初
東
大
寺
辺
で
創
始
せ
ら
れ
、
十

世
紀
末
以
降
は
、
醍
醐
寺
、
高
野
山
、
勧
修
寺
、
石
山
寺
に
伝
わ
り
、
中
世
に
及
ぶ
ま
で
、
最
も
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヲ
コ
ト
点

（9）

で
あ
り
、
本
文
の
書
写
自
体
が
平
安
時
代
中
期
頃
で
あ
る
点
等
か
ら
、
加
点
時
期
も
平
安
時
代
中
期
（
1
0
C
頃
か
）
、
東
大
寺
辺
に
お
い
て
加

点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

六
七
〇

3
・
4
　
平
安
時
代
の
訓
点
資
料

「
興
聖
寺
一
切
経
」
に
お
け
る
平
安
時
代
加
点
の
訓
点
資
料
は
、
執
れ
も
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
書
写
時
期
を
大
き
く
遡
る
た
め
に
「
西
楽

寺
一
切
経
」
の
勧
進
書
写
時
の
加
点
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
訓
点
の
系
統
も
南
都
系
と
叡
山
系
の
二
種
が
存
し
、
執
れ
を
主
と
す
べ

き
で
あ
る
の
か
明
確
に
し
難
い
。
寧
ろ
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
母
胎
と
な
っ
た
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
書
写
時
期
が
院
政
期
で
あ
る
た
め
、

院
政
期
以
降
の
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
一
切
経
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

4
　
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料

「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
母
胎
と
な
る
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
成
立
が
院
政
期
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
一
切
経
が
貞
慶
の
蔵
経
と
な
っ
た
と
い
う

来
歴
か
ら
、
訓
点
資
料
と
し
て
は
こ
の
時
期
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
時
期
の
訓
点
資
料
と
し
て
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
大
般
若
波
羅
密
陀
経
（
朱
点
・
基
点
‥
鎌
倉
時
代
初
期
頃
加
点
）

②
大
般
淫
楽
経
（
基
点
‥
院
政
期
加
点
）

③
金
光
明
最
勝
王
経
（
朱
点
・
基
点
‥
院
政
期
加
点
）

④
三
劫
三
千
仏
名
経
（
朱
点
・
墨
点
‥
院
政
期
～
南
北
朝
期
加
点
）

⑤
金
剛
頂
喩
伽
五
秘
密
修
行
儀
軌
（
基
点
‥
院
政
期
加
点
）

⑥
六
門
陀
羅
尼
経
（
墨
点
‥
仁
治
三
年
移
点
）

⑦
優
婆
塞
戒
経
（
墨
点
‥
院
政
期
加
点
）

⑧
賢
愚
経
巻
第
二
・
十
四
（
墨
点
‥
院
政
期
加
点
）

⑨
大
唐
西
域
記
巻
第
二
・
三
・
四
・
五
・
九
　
（
墨
点
‥
院
政
期
加
点
）

⑩
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
朱
点
・
基
点
‥
院
政
期
加
点
）



こ
れ
ら
の
内
、
③
⑤
⑦
⑧
に
つ
い
て
は
数
カ
所
の
み
の
加
点
、
ま
た
は
訓
点
の
素
性
を
検
討
す
る
だ
け
の
用
例
に
乏
し
い
資
料
で
あ
り
、

こ
れ
ら
以
外
の
資
料
を
以
下
に
検
討
し
て
い
く
。

4
・
1
　
大
般
若
波
羅
蜜
多
経

大
般
若
波
羅
賓
多
経
六
百
巻
に
見
出
さ
れ
る
奥
書
（
書
写
時
期
の
知
ら
れ
る
も
の
）
は
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

●
於
住
心
院
向
東
面
畢
施
大
同
院
主
党
清
　
右
筆
源
印
豊
歳

千
時
寛
正
二
年
辞
正
月
廿
四
日
海
住
山
繹
蔵
之
常
住
（
巻
第
五
八
九
）

●
千
時
寛
正
二
年
辛
巳
正
月
廿
六
日
午
剋
書
写
之
　
右
筆
源
印
生
丹
七
歳
（
巻
第
五
九
〇
）

●
建
暦
二
年
壬
申
十
一
月
廿
八
日
書
写
畢
　
執
筆
超
昇
寺
信
西
（
巻
第
六
〇
〇
）

右
の
奥
書
や
調
査
に
基
づ
く
検
討
の
結
果
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
六
百
巻
の
書
写
時
期
は
院
政
期
か
ら
南
北
朝
期
に
亘
る
数
種
の
取
り
合

（10）

わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
が
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
巻
第
十
一
か
ら
巻
二
百
三
十
ま
で
に
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
頃
の
朱

区
切
点
や
朱
声
点
（
胡
麻
点
）
・
仮
名
点
（
字
音
点
‥
朱
墨
筆
）
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
訓
点
は
次
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
春

日
御
祖
社
本
」
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

●
一
校
了
　
又
以
春
日
御
祖
社
本
区
切
付
仮
名
校
了
（
巻
第
三
〓

「
一
校
了
」
に
該
当
す
る
も
の
は
、
あ
る
い
は
、
巻
第
二
百
八
～
巻
第
二
百
四
十
に
頻
出
す
る
奥
書
の
「
於
四
恩
院
之
太
∴
校
了
」
か
ら
「
四

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
二

恩
院
之
本
」
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
加
点
の
際
に
用
い
ら
れ
た
本
が
「
春
日
御
祖
社
本
」
で
あ
り
、
「
興
聖
寺
一

切
経
」
　
の
大
般
若
経
は
春
日
社
、
興
福
寺
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
巻
第
十
一
か
ら
巻
第
二
百
三
十
の
加
点
を
調
査
し
て
い
く
と
、
そ
の
加
点
さ
れ
た
箇
所
並
び
に
そ
の
加
点
例

は
、
次
の
如
く
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
脛
の
加
点
と
非
常
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
四
十
五
）

シ

　

セ

ツ

　

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

　

シ

ヤ

ク

・
断
支
断
節
（
入
）
徒
（
上
）
自
動
若
誰
荷
（
平
）
　
鳥
跡
　
（
入
）

ヤ

ウ

　

　

エ

ム

　

　

　

カ

ウ

陽
（
去
）
煩
（
平
）
　
響
（
平
）
句
義

（
興
聖
寺
一
切
経
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
四
十
五
）

シ

　

セ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

シ

ヤ

ク

・
断
支
断
節
（
入
）
徒
（
上
）
自
動
若
誰
荷
　
鳥
跡

ヤ

ウ

エ

ム

　

　

　

カ

ウ

陽
焔
（
平
）
　
響
（
平
）
句
義

（
加
点
箇
所
は
全
例
一
致
‥
字
音
も
一
致
）

】蘭的

こ
の
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
脛
は
加
点
時
期
が
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
興
聖
寺
一
切
経
蔵
本
と

の
直
接
の
関
係
は
見
出
し
難
い
も
の
の
、
同
じ
共
通
祖
本
（
す
な
わ
ち
、
「
春
日
御
社
祖
本
」
）
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て

は
安
田
八
幡
宮
蔵
本
の
奥
書
に
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
に
春
日
社
の
一
房
と
推
定
さ
れ
る
安
居
房
で
覚
恩
が
校
合
し
た
旨
の
あ
る
こ
と
か

ら
も
窺
わ
れ
る
。

建
保
三
年
八
月
三
日
御
社
御
本
於
安
居
房
一
校
了
　
覚
恩

こ
れ
ら
の
大
般
若
経
の
素
性
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
「
於
四
恩
院
之
本
一
校
了
」
と
興
福
寺
内
の
院
に
存
し
た
本
と
の
校
異
を
行
な
っ



（12）た
旨
の
記
さ
れ
た
巻
の
存
す
る
こ
と
か
ら
も
興
福
寺
と
の
関
わ
り
の
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

又
、
こ
の
興
福
寺
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
大
般
若
経
の
最
後
の
巻
で
あ
る
巻
六
百
の
奥
書
に

現
れ
る
信
西
は
元
興
寺
明
詮
僧
都
の
訓
読
を
伝
え
る
興
福
寺
蔵
『
囲
明
大
正
理
論
義
纂
要
』
の
書
写
者
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
写
加
点
本

の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
朱
）
　
正
治
二
年
庚
申
六
月
廿
日
書
畢

執
筆
信
西
　
於
超
昇
寺
東
別
所
写
之

点
本
奥
記
云
　
本
奥
記

興
福
寺
沙
門
斉
順
敬
発
願
書
写
一
切
大
小
乗
経
律
論
章
疎
等
依
其
勧
誘
同
寺
覚
詮
写
了
　
千
時
久
安
四
年
歳
次
戊
辰
八
月
八
日
伝
得
大

法
師
蔵
俊
雇
誹
同
法
勤
慶
奉
移
点
了
　
永
万
二
年
春
正
月
廿
九
日
記

点
本
奥
記
云
　
元
興
明
詮
天
長
八
年
略
勘
了
　
九
年
三
月
廿
六
日
講
興
福
寺
僧
定
寂
以
安
和
三
年
翳
二
月
牝
晦
日
尋
借
明
詮
僧
都
点

本
書
云
々

嘉
応
二
年
醐
八
月
廿
一
日
書
写
了
　
執
筆
沙
門
澄
恵
同
九
月
二
日
書
裏
書
了

同
年
同
月
同
日
亥
刻
於
燈
下
書
導
了

同
九
月
十
三
日
成
刻
許
於
燈
下
書
点
了

同
月
廿
一
、
二
、
三
、
四
都
四
ケ
日
之
問
　
加
愚
見
比
校
之
徐
緑
相
交
其
功
惟
遅
厳
裏
導
点
皆
加
校
了
　
其
間
専
漢
瀬
着
法
衣
此
書
一

巻
冊
八
紙
書
写
及
移
点
誹
僧
澄
恵
合
終
其
功
　
於
比
校
者
愚
僧
之
功
也
　
以
此
善
根
敬
報
四
恩
　
愚
僧
遂
出
生
死
之
況
泥
　
群
生
適
量

菩
提
之
彼
岸
而
巳
　
末
学
沙
門
釈
覚
憲
記
之

誠
樹
コ
嘲
到
珂
矧
劃
瑚
－
】
謝
矧
剰
剖
沙
l
咽
矧
囲
刊
矧
矧
笥
功
刊
構
琳

同
年
七
月
上
旬
三
。
移
点
書
写
善
了
鮎
誤

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
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六
七
四

抑
当
年
者
世
間
飢
饉
人
力
衰
微
也
　
而
分
活
命
遂
写
功
　
励
微
力
移
導
点
　
志
趣
所
之
柳
有
二
　
願
当
寺
伽
藍
　
造
功
速
成
　
継
隆
仏

法
　
恵
命
長
遠
是
一
往
生
内
院
　
面
奉
慈
専
　
心
不
退
転
　
証
得
菩
提
是
二

こ
の
超
昇
寺
は
興
福
寺
僧
清
海
が
念
仏
堂
を
建
立
す
る
な
ど
、
興
福
寺
と
の
関
わ
り
の
深
い
寺
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
超
昇
寺
僧
で
あ
る

信
西
が
元
興
寺
明
詮
の
訓
説
を
伝
え
て
い
る
点
で
も
法
相
宗
興
福
寺
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
「
大
般
若
経
」
の
最
後
に
信
西
が
奥
書
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
大
般
若
経
」
は
先
の
検
討
の
如

く
、
信
西
に
よ
っ
て
南
都
、
と
り
わ
け
興
福
寺
周
辺
か
ら
取
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2
　
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

興
聖
寺
一
切
経
蔵
本
の
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
十
巻
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
存
し
、
そ
の
書
写
時
期
が
天
承
二
年
（
二
三
二
）
・
長
承

元
年
（
二
三
二
）
　
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

●
天
承
式
年
八
月
十
四
日
太
郎
書
写
也
（
巻
第
四
）

●
長
承
元
年
八
月
二
十
七
日
太
郎
書
写
也
（
巻
第
八
）

書
写
自
体
は
乱
雑
な
書
き
ぶ
り
な
が
ら
、
詳
細
な
加
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
加
点
は
全
体
に
亘
っ
て
、
本
文
書
写
時
期
に
近
い
時
期
と
考

え
ら
れ
る
墨
筆
の
訓
点
（
仮
名
点
・
声
点
・
符
号
等
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
に
加
点
さ
れ
た
と
思
し
い
朱
点
（
仮
名
点
・
声
点
・
ヲ

コ
ト
点
・
符
号
等
）
が
巻
第
二
～
八
に
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
第
二
次
墨
点
と
も
言
う
べ
き
墨
筆
の
訓
点
（
仮
名
点
・
声
点
・
符
号

等
）
が
全
巻
に
亘
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
の
訓
点
も
院
政
期
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
。



現
在
写
本
と
し
て
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
写
本
の
存
す
る
こ
と
が
築
島
裕
博
士
の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
　
（
昭
4
2
・
3
　
東
京
大
学
出
版
会
）
　
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①
興
福
寺
蔵
本
十
巻
‥
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
書
写
　
平
安
時
代
後
期
・
院
政
期
加
点

②
法
隆
寺
蔵
本
四
巻
（
巻
第
一
・
三
・
七
・
九
）
‥
大
治
元
年
（
二
二
六
）
書
写
加
点

③
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
巻
第
六
‥
院
政
期
書
写
　
無
加
点

④
梅
沢
氏
蔵
本
巻
第
六
‥
院
政
期
書
写
　
無
加
点

⑤
高
野
山
成
福
院
蔵
本
十
巻
五
帖
‥
建
久
九
年
（
二
九
八
）
・
文
治
五
年
（
二
九
〇
）
書
写
加
点

⑥
松
本
文
三
郎
博
士
蔵
本
十
帖
‥
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
書
写
移
点

⑦
島
田
蕃
根
氏
蔵
本
巻
第
十

⑧
天
理
図
書
館
蔵
本
巻
第
一
‥
院
政
期
書
写
加
点
（13）

ま
た
、
本
書
に
つ
い
て
は
築
島
裕
博
士
の
御
論
考
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
博
士
の
御
論
考
の
中
で
は
仮
名
点
本
の
性
格
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
の
ヲ
コ
ト
点
な
ど
に
関
す
る
紹
介
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

本
書
の
巻
第
二
～
八
に
施
さ
れ
て
い
る
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
、
中
田
祝
夫
博
士
の
分
類
の
第
五
群
点
に
あ
た
り
、

ヲ
コ
ト
点
の
種
類
と
し
て
は
、
古
紀
伝
点
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ロ
ロ

十
日
′

［
叫
［
］
シ

ュ

　

　

カ

　

　

　

テ

－

1

　

　

　

0

ノ

‖

′

如
り

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て



鎌
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六
七
六

従
来
知
ら
れ
て
い
る
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
加
点
本
に
お
け
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
喜
多
院
点
（
前
述
①
・
②
・
⑥
）
円
堂
点
（
前
述
⑧
）
　
で
あ

り
、
そ
の
他
、
興
福
寺
蔵
本
巻
第
二
欄
外
の
ヲ
コ
ト
点
図
断
片
か
ら
東
大
寺
三
論
宗
点
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
如
き

第
五
群
点
、
古
紀
伝
点
の
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
さ
れ
た
資
料
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
注
目
さ
れ
る
。
更
に
は
、
古
紀
伝
点
は
十
世
紀

中
葉
以
降
中
世
に
至
る
ま
で
紀
伝
道
の
諸
家
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
僧
侶
の
手
に
な
る
加
点
資

料
以
外
に
本
書
の
如
き
俗
家
（
貴
族
）
の
訓
読
を
伝
え
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
が
俗
家
に
よ
っ
て
訓
読
さ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
の
奥
書
に
「
久
寿
三
－
ニ
ー
十
一
－
重
讃
了
／
教
長
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
藤
原
教
長
（
二
〇
九
～
？
）

（14）

の
こ
と
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
此
書
に
は
訓
点
が
存
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
そ
の
点
で
、
興
聖
寺
本
は
部
分
的
と
は
い
え
、
俗
家
の
訓
読
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
又
、
本
書

の
ヲ
コ
ト
点
が
古
紀
伝
点
と
い
う
紀
伝
道
の
諸
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
点
、
又
、
次
に
検
討
す
る
仮
名
点
の
訓
読
法
が
興
福
寺
本
と

近
い
こ
と
も
知
ら
れ
、
興
福
寺
と
藤
原
家
と
の
関
係
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
本
書
の
ヲ
コ
ト
点
は
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
検
討
に
期
す
べ
き
で
あ
る
。

本
書
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
巻
第
一
の
冒
頭
部
分
の
訓
読
文
を
以
下
に
示
し
た
如
く
、
興
聖
寺
本
と
興
福
寺
本
と
は
近
い
関
係
に
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

（
興
聖
寺
本
）

ク

ヰ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ウ

法
師
（
、
）
謹
ハ
玄
芙
（
。
）
俗
姓
ハ
陳
（
。
）
　
く
留
（
ノ
）
人
（
ナ
リ
）
　
［
也
］
・
漢
ノ
大
丘
ノ
長
仲
弓
（
カ
）
　
［
之
］
後
ナ
リ
・
曾
祖
（
、
）

キ

ム

　

　

　

　

　

　

タ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ツ

カ

こ

欽
ハ
後
－
貌
ノ
上
寅
ノ
太
守
ナ
リ
（
。
）
祖
康
　
ハ
学
優
ナ
ル
ヲ
以
（
テ
）
斉
（
反
）
こ
登
1
仕
叫
刊
国
子
ノ
博
士
（
反
）
　
（
ニ
）
任
セ
リ
（
。
）

（反）

ヲ
ウ
　
　
　
　
　
（
存
疑
）
　
ハ

邑
ヲ
周
－
南
ニ
ハ
食
ム

カ
　
　
　
サ
ウ

シ
テ
碓
‖
渦
曇
（
反
）
有

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

イ

　

エ

イ

ケ

ツ

（
。
）
子
孫
因
（
リ
）
テ
家
こ
テ
（
ス
）
［
之
］
（
。
）
又
維
氏
（
ノ
）
人
（
反
）
為
り
［
也
］
（
。
）
父
恵
ハ
英
潔
　
（
ニ
）

ク

ヱ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ヱ

イ

　

　

キ

ヨ

シ

（
リ
）
（
、
）
早
ク
（
ニ
）
経
術
（
反
）
　
（
ヲ
）
通
セ
リ
（
。
）



（
興
福
寺
本
）

黄
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ム
六
　
　
　
所
名
也
リ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
名
也
　
　
　
　
キ
ウ
　
　
　
　
　
ノ
チ
　
　
　
　
　
ソ

法
師
（
、
）
　
諒
　
は
玄
芙
（
。
）
俗
姓
は
陳
　
（
。
）
陳
　
留
（
ノ
）
人
（
ナ
リ
）
　
［
也
］
．
漠
の
大
丘
の
長
仲
弓
か
［
之
］
後
な
り
．
曾
祖
（
、
）

キ

ム

六

　

コ

ウ

六

イ

ミ

ナ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

イ

六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

六

　

　

　

シ

ム

六

　

　

　

　

　

イ

フ

六

欽
ハ
後
親
の
上
薫
の
太
守
な
り
（
。
）
祖
康
は
学
優
な
る
を
以
て
斉
　
（
反
）
に
登
仕
し
て
国
子
の
博
士
（
反
）
に
任
せ
り
（
。
）
邑
を

イ
ヘ

周
－
南
に
食
ム
　
（
。
）
子
孫
因
（
リ
）
　
て
家
（
ス
）
　
（
。
）

（
反
）
有
（
リ
）
（
、
）
早
に
経
術
（
反
）
を
通
せ
り
（
。
）

た

　

　

　

　

　

　

　

ク

ヱ

イ

エ

イ

六

　

　

　

　

力

六

　

サ

ウ

六

又
維
氏
（
ノ
）
人
（
反
）
為
る
［
也
］
（
、
）
父
恵
は
英
潔
に
し
て
雅
－
操

（
コ
、
）
　
ロ
バ
セ
又
ミ
サ
ヲ
ナ
リ

ま
た
、
次
の
例
に
も
注
目
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
興
福
寺
本
の

汐
け
ル
　
ク
ワ
六
セ
キ
六
こ
　
　
て
す
リ
ム
六
キ
ウ
六
ヲ

楳
二
瓦
石
　
一
以
琳
啓
　
一
（
巻
第
一
5
2
　
A
）

の
「
タ
ツ
ル
ニ
」
　
の
訓
は
不
審
で
あ
り
、
天
理
本
で
は

カ

ツ

ル

　

　

　

　

キ

ウ

を

矧
－
二
瓦
石
薮
琳
謬
一
（
竺

の
如
く
「
カ
ツ
ル
ニ
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
正
し
い
形
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
興
聖
寺
本
で
は
対
応
す
る
箇
所
が
次
の
例
の
ご
と
く

キ

ウ

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ン

キ

ウ

楳
タ
ツ
ル
ニ
／
瓦
石
一
以
琳
謬
（
巻
第
一
5
2
）

「
タ
ツ
ル
ニ
」
　
の
訓
を
用
い
て
お
り
、
興
聖
寺
本
が
興
福
寺
本
と
同
じ
誤
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
例
の
間
々

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
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六
七
八

存
す
る
こ
と
か
ら
本
書
が
興
福
寺
本
を
利
用
、
乃
至
は
そ
れ
に
近
い
加
点
本
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
但
し
、
本
書
は
基
点
も

少
な
く
と
も
二
筆
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
箇
所
に
よ
っ
て
は
興
福
寺
本
よ
り
詳
細
な
加
点
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
右
の
如
き
加
点
本
の

利
用
以
外
に
独
自
の
加
点
、
乃
至
は
他
の
加
点
本
を
利
用
す
る
な
ど
の
重
層
的
な
加
点
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
興
聖
寺
本
が
興

福
寺
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
は
注
目
で
き
る
。

4
・
3
　
六
門
陀
羅
尼
経

此
書
は
、
次
の
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
西
楽
寺
一
切
経
」
書
写
の
一
つ
と
し
て
そ
の
勧
進
書
写
者
で
あ
る
信
西
に
よ
っ
て
永

万
二
年
（
二
六
六
）
に
書
写
さ
れ
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
「
菩
提
山
中
僧
正
御
房
御
本
」
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
。

永
万
二
年
六
月
廿
二
日
書
了
　
執
筆
信
西

一
校
了

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
十
一
月
四
日
以
菩
提
山
中
僧
正
御
房
御
本

移
導
並
兇
仮
名
句
等
了

菩
提
山
は
興
福
寺
法
相
宗
の
学
問
所
と
し
て
建
保
六
年
二
二
二
ハ
）
に
「
菩
提
山
本
願
僧
正
」
と
称
せ
ら
れ
た
信
円
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
奥
書
の
「
菩
提
山
中
僧
正
御
房
」
と
は
こ
の
信
円
の
弟
子
で
あ
る
実
尊
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
信
円
は
、
「
西

楽
寺
一
切
経
」
中
の
「
仏
説
安
宅
経
」
（
2
1
0
函
望
号
）
の
奥
書
に
校
合
者
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

信
円
〓
父
了



永
万
二
年
六
月
廿
二
日
書
了
　
信
西

本
書
の
如
き
「
菩
提
山
中
僧
正
御
房
本
」
に
基
づ
く
加
点
本
の
存
す
る
こ
と
は
興
福
寺
と
の
関
係
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

4
・
4
　
大
唐
西
城
記
　
巻
第
二
・
三
・
四
・
五
・
九

す
で
に
述
べ
た
大
唐
西
域
記
の
う
ち
、
こ
こ
に
取
上
げ
る
巻
第
二
二
二
・
四
・
五
・
九
の
五
帖
が
院
政
期
書
写
の
訓
点
資
料
で
あ
る
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、

一
鮎
一
交
了
／
仁
安
二
年
二
月
七
日
書
了
求
菜
窺
沙
門
信
西
（
巻
第
二
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
が
仁
安
二
年
（
＝
六
七
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
誓
、
墨
筆
の
訓
点
（
仮
名
点
．
声
点
）
が
詳
細
に
施
さ

れ
て
お
り
、
数
筆
あ
る
か
と
も
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
字
体
か
ら
院
政
期
、
仁
安
二
年
頃
の
加
点
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
勧
進
書
写
時
期
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
。（16）

本
書
の
訓
読
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
月
本
雅
章
氏
の
先
行
研
究
が
存
し
、
そ
こ
で
は
「
西
域
記
の
訓
点
は
い
ず
れ
も
南
都
に
そ
の
視
点
を

発
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
票
が
度
重
な
る
改
変
・
楳
合
の
過
程
を
経
て
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
明
確
な
系

統
を
立
て
難
い
ま
で
の
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
。
、
そ
の
説
の
如
く
、
本
書
の
訓
読
の
系
統
に
つ

い
て
も
先
の
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
如
き
明
確
な
徴
証
が
存
し
な
い
為
に
、
明
ら
か
に
は
し
難
い
と
こ
ろ
が
存
す
る
。
但
し
、
部
分
的
に

は
次
に
示
す
如
く
、
南
都
の
「
法
隆
寺
一
切
経
」
中
の
『
大
唐
西
域
記
』
（
大
治
年
間
書
写
加
点
・
法
相
宗
所
用
の
喜
多
院
点
を
使
用
）
と
訓
読
が

似
通
う
と
こ
ろ
も
存
す
る
。

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

六
七
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

六
八
〇

（
興
聖
寺
本
）

マ

シ

　

イ

ロ

君
王
（
ノ
）
朝
－
座
（
ハ
）
爾
復
（
タ
）
高
広
（
ナ
リ
）
　
（
。
）
珠
－
磯
間
へ
錆
へ
タ
リ
（
。
）
師
子
（
ノ
）
淋
一
ト
謂
フ
（
。
）
敷
（
ク
）
ニ
細

ツ
ヽ

髭
一
ヲ
以
（
テ
）
　
シ
　
宿
ム
ニ
賓
机
一
ヲ
以
ス

（
興
福
寺
本
）

イ

ヨ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

六

　

マ

シ

イ

ロ

君
（
平
）
－
王
（
平
）
　
（
ノ
）
朝
（
平
）
－
座
（
ハ
）
爾
　
復
（
タ
）
高
－
広
な
り
（
。
）
珠
（
平
）
－
磯
（
平
）
間
へ
錯
へ
た
り
（
。
）
師
子
の
淋
（
反
）

と
謂
フ
（
。
）
敷
（
ク
）
に
細
（
平
）
敷
（
反
）
　
（
平
）
を
以
（
テ
）
し
　
贋
（
ム
）
に
賛
－
机
（
反
）
　
（
平
）
を
以
せ
り

こ
の
よ
う
な
点
や
月
本
氏
の
先
行
研
究
に
よ
る
『
大
唐
西
域
記
』
の
祖
点
が
南
都
と
考
え
ら
れ
る
点
、
又
、
今
ま
で
の
検
討
か
ら
本
「
一

切
経
」
が
南
都
と
の
関
わ
り
の
深
い
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
書
も
南
都
に
お
い
て
一
切
経
書
写
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
5
　
三
劫
三
千
彿
名
経

三
劫
三
千
俳
名
経
は
奥
書
に

東
小
田
原
　
眼
智
之
　
嘉
慶
元
　
丁
卯
十
一
月
日

（
別
筆
）
元
應
二
年
十
二
月
五
日

善
根
講
衆
為
仏
名
始
行

奉
施
入
之
了
　
阿
闇
梨
朝
円
（
別
撃
）
貞
海



と
あ
る
が
、
施
人
の
際
の
奥
書
で
あ
り
、
本
文
の
書
写
自
体
は
院
政
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
点
は
、
院
政
期
～
南
北
朝
期
頃
ま
で
の
加
点
と
覚
し
い
墨
点
（
仮
名
点
・
声
点
・
注
記
等
）
が
数
筆
存
し
、
ま
た
、
院
政
期
頃
加
点
と
覚

し
い
朱
点
（
仮
名
点
・
ヲ
コ
ト
点
・
符
号
等
）
が
存
す
る
。
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
は
喜
多
院
点
で
あ
る
。
喜
多
院
点
は
、
十
二
世
紀
に
入
る
と
中
川

成
身
院
を
中
心
に
、
真
言
宗
へ
の
伝
播
も
著
し
い
も
の
と
な
り
、
本
来
興
福
寺
の
別
所
的
存
在
で
あ
っ
た
小
田
原
（
南
山
城
の
東
小
田
原
随
願

寺
と
西
小
田
原
浄
瑠
璃
寺
と
が
あ
っ
た
。
）
に
お
い
て
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
真
言
宗

と
の
関
わ
り
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
続
南
行
雑
録
』
「
諸
末
寺
別
当
等
事
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中
世
を
通
じ
て
海
住
山
寺
と

東
小
田
原
随
願
寺
は
興
福
寺
六
方
菩
提
院
の
末
寺
で
あ
り
、
そ
の
繋
が
り
か
ら
本
書
が
海
住
山
寺
に
施
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
院
政
期
か
ら
南
北
朝
期
ま
で
に
か
け
て
東
小
田
原
で
加
点
さ
れ
た
本
書
が
元
応
二
年
に
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
貞
慶
十
三

回
忌
供
養
会
の
時
期
を
大
き
く
降
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
貞
慶
と
の
関
わ
り
と
い
う
よ
り
は
海
佐
山
寺
と
東
小
田
原
随
願
寺
と
の
関
わ
り
の

も
と
で
本
「
一
切
経
」
の
中
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
6
　
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料

以
上
、
院
政
期
以
降
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
は
執
れ
も
興
福
寺
と
の
関
わ
り
の
存
す
る
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。
又
、
「
大
般
若
経
」
や
「
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
、
「
大
唐
西
域
記
」
の
如
く
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
盲
ハ
で
あ
っ
た
資
料
が
執
れ
も
南
都
と
の
関
わ
り
の
も
と
で
加
点

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
南
都
（
と
り
わ
け
興
福
寺
）
系
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
は
、
貞
慶
の
蔵
経
で
あ
り
、
又
、
そ
の
勧
進
書
写
の
校
合
に
菩
提
山
僧
正
信
円
が

関
わ
る
と
い
っ
た
人
物
の
面
か
ら
南
都
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
訓
読
活
動
の
面
か
ら
も
興
福
寺
を
中
心
と
す
る
南
都

の
人
物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
法
相
宗
の
祖
師
で
あ
る
玄
笑
三
蔵
の
伝
記
の
「
大
唐
西
域
記
」
や
「
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
に
詳
細
な
加
点
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
を
検

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
一
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二

討
す
る
な
ら
ば
、
「
大
唐
西
域
記
　
巻
第
十
二
」
が
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
南
都
興
福
寺
と
比
叡
山

延
暦
寺
と
の
交
流
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
大
唐
西
域
記
　
巻
第
十
二
」
は
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
勧
進
書
写
の
際
に
比
叡
山
延

暦
寺
と
の
交
流
の
中
で
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
勧
進
書
写
の
中
で
そ
の
よ
う
な
比
叡
山
延
暦
寺
と
の
関
わ

り
を
窺
わ
せ
る
奥
書
は
次
の
如
く
存
す
る
。

（
優
婆
塞
戒
経
　
巻
第
八
）

永
久
二
年
六
月
四
日
於
比
叡
山
延
暦
寺
東
塔
北

（
マ
マ
）
北
谷
八
口
庵
住
僧
承
喜
依
聖
人
御
進
書

写
之
　
願
以
功
徳
為
阿
蒋
某
之
資
散

人
大
智
度
論
　
巻
第
十
七
）

長
寛
三
年
歳
次
乙
酉
四
月
二
日
以
東
塔
北
谷
双
紙
本
交
了

こ
の
類
の
奥
書
は
十
数
点
と
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
奥
書
か
ら
比
叡
山
東
塔
北
谷
で
書
写
さ
れ
た
経
典
の
存
す
る
こ
と
、
又
、
比
叡
山
東

塔
北
谷
本
で
校
合
さ
れ
た
経
典
の
存
す
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

興
福
寺
と
比
叡
山
と
の
交
流
は
、
早
い
時
期
で
は
石
山
寺
蔵
「
菩
薩
戒
経
」
　
（
一
切
経
第
三
十
五
函
1
1
号
‥
ヲ
コ
ト
点
は
比
叡
山
延
暦
寺
所
用
の

宝
櫨
院
点
）
　
の
奥
書
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

（
朱
書
奥
書
）

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
十
月
十
三
日
於
大
和
国
興
福
寺
伝
読
既
了
　
僧
成
禅
／
千
時
師
朝
匠
穀
断

（
裏
書
一
）



求
法
沙
門
僧
成
禅
之
本

（
裏
書
三
）

こ
の

天
台
山
東
塔
院
求
法
沙
門
成
禅
之
口
□
□

奥
書
に
よ
れ
ば
比
叡
山
僧
で
あ
る
成
禅
が
興
福
寺
に
お
い
て
加
点
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
に
は
両
宗
派
の
交
流
が
認
め
ら

（17）れ
る
。又
、
「
興
聖
書
二
切
経
」
の
中
に
お
い
て
も
次
の
「
勝
輩
獅
子
吼
二
乗
大
広
方
便
経
」
の
奥
書
か
ら
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

保
安
二
年
餌
十
一
日
　
目
　
於
小
野
大
乗
院
奉
請
醍
醐

寺
経
井
安
倍
寺
経
奉
読
校
合
同
礼
文
字
謹
畢

読
師
僧
相
成
　
天
台
宗

延
暦
寺

永
林
　
法
相
宗

興
福
寺

勧
進
僧
良
雅
　
真
言
宗

東
寺

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
保
安
二
年
（
〓
≡
）
十
二
月
に
小
野
大
乗
院
に
於
い
て
延
暦
寺
僧
相
成
と
興
福
寺
僧
永
林
、
東
寺
僧
良
雄
が
同
座

の
上
で
醍
醐
寺
と
阿
倍
寺
の
経
典
を
用
い
て
読
詞
・
校
合
を
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
こ
で
も
諸
宗
派
の
交
流
を
看
取
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
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八
四

右
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
に
見
出
さ
れ
る
叡
山
関
係
の
訓
点
資
料
や
そ
の
他
の
資
料
も
院
政
期
以
降
の
諸
宗
派

（18）

の
交
流
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5
　
海
佐
山
寺
へ
の
伝
来

以
上
の
検
討
か
ら
「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
興
福
寺
を
中
心
と
す
る
南
都
の
人
物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
但
し
、
初

め
に
も
示
し
た
如
く
「
西
楽
寺
一
切
経
」
は
願
主
を
中
原
真
弘
ら
と
し
て
丹
波
国
酉
楽
寺
に
納
め
ら
れ
る
べ
く
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
経
書
写
は
大
き
な
事
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業
の
大
き
さ
故
に
興
福
寺
を

中
心
と
す
る
南
都
の
グ
ル
ー
プ
が
中
原
氏
ら
の
一
切
経
書
写
に
関
与
・
協
力
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
次
に
そ
の
よ
う
な
形
で
成
立
し
た
「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
解
脱
房
貞
慶
の
も
と
に
伝
来
し
た
背
景
を
検
討
す
る
。

（19）

「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
解
脱
房
貞
慶
の
も
と
に
伝
来
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
し
た
『
山
城
名
勝
志
』
中
の
「
一
切
経
縁
起
」
　
の
記

述
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

一
切
経
縁
起
云
、
饗
ノ
原
ノ
海
住
山
寺
者
、
初
解
脱
上
人
有
＝
高
弟
一
号
l
慈
心
上
人
」
頃
日
二
朝
廷
料
糊
勅
納
二
十
種
ノ
宝
物
」
其
一
ハ
蔵

経
也
。

右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
貞
慶
の
元
に
伝
え
ら
れ
た
「
蔵
経
」
　
（
一
切
経
）
は
「
慈
心
上
人
」
　
（
藤
原
長
房
）
　
の
斡
旋
で
朝
廷
が
施
大
し
た
も
の

と
さ
れ
る
。
『
山
城
名
勝
志
』
が
宝
永
二
年
序
・
正
徳
元
年
刊
行
の
書
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
記
録
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
記
述
が
ど
の
程

度
信
頼
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
る
も
の
の
、
注
目
す
べ
き
記
述
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
藤
原
長
房
は
後
鳥

羽
院
の
近
習
と
し
て
正
三
位
参
議
民
部
卿
に
ま
で
至
っ
た
人
物
で
、
貞
慶
に
帰
依
、
出
家
の
後
、
覚
真
と
名
乗
り
、
貞
慶
の
没
後
に
は
海
住



山
寺
第
二
世
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
藤
原
長
房
は
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
の
中
で
も
貞
慶
十
三
回
忌
供
養
会
の
際
に
行
わ
れ
た
補
写
経

の
中
で
次
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
る
。

元
仁
二
年
二
月
一
日
、
依
民
部
卿
入
道
殿

御
酬
週
、
悲
華
経
一
部
書
写
進
了
、

従
四
位
下
前
但
馬
守
源
朝
臣
家
長

右
の
記
述
か
ら
、
貞
慶
十
三
回
忌
供
養
会
の
勧
進
を
「
民
部
卿
入
道
殿
」
、
藤
原
長
房
が
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」

の
追
捕
に
藤
原
長
房
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
れ
ば
、
『
山
城
名
勝
志
』
所
収
「
一
切
経
縁
起
」
の
記
述
の
通
り
、
朝
廷
の
勅
に
よ
っ
て
「
西
楽
寺
一
切
経
」
を
丹

波
国
西
楽
寺
か
ら
海
住
山
寺
の
貞
慶
の
も
と
に
届
け
た
人
物
と
し
て
最
も
相
応
し
い
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
朝
廷
の
勅
と
は
言
え
、
ど
こ
か
ら
二
切
経
を
貞
慶
の
も
と
に
届
け
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
又
、
ど
の
よ
う
に
「
海
住
山

寺
一
切
経
」
と
し
て
の
形
が
整
え
ら
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
が
南
都
興
福
寺
を
中
心
に
書
写
さ

れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
貞
慶
に
帰
依
し
、
南
都
と
大
き
く
関
わ
る
藤
原
長
房
が
こ
の
西
楽
寺
「
一
切
経
」
の
存
在
を
伝
え
聞
く
こ

と
は
充
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
藤
原
長
房
の
指
示
の
も
と
、
実
務
レ
ベ
ル
で
は
そ
う
い
っ
た
南
都
の
僧
が
「
西
楽
寺
二
切

経
」
の
施
人
と
「
海
住
山
寺
一
切
経
」
と
し
て
の
整
理
に
関
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
超
昇
寺
僧
信
西
が
「
大
般
若
経
」
の

補
写
・
取
り
合
わ
せ
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。
貞
慶
自
身
、
「
大
般
若
経
」
六
百
巻
の
書
写
を
行
な
っ
て
お
り
、
更
に
は
般

若
董
院
を
設
立
す
る
な
ど
、
貞
慶
の
「
大
般
若
経
」
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
経
典
の
禰
写
．

取
り
合
わ
せ
を
信
西
が
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
、
建
暦
二
年
（
一
≡
二
）
は
貞
慶
の
死
の
二
年
前
で
あ
り
、
貞
慶
所
蔵
の
「
海
住
山
寺

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
五
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一
切
経
」
の
完
結
に
「
大
般
若
経
」
書
写
と
い
う
形
で
関
与
し
た
信
西
と
貞
慶
と
の
関
係
は
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
信
西
は
先
に
述
べ

た
如
く
、
興
福
寺
法
相
宗
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
人
物
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
信
西
を
含
む
学
僧
の
グ
ル
ー
プ
が
藤
原
長
房
の
指
示
の
も
と
、

実
務
的
な
西
楽
寺
「
一
切
経
」
の
施
人
と
海
住
山
寺
「
一
切
経
」
と
し
て
の
整
理
に
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点

で
実
務
レ
ベ
ル
で
は
丹
波
国
西
楽
寺
か
ら
海
住
山
寺
へ
と
繋
が
る
も
の
の
、
政
治
レ
ベ
ル
で
は
、
丹
波
国
と
藤
原
長
房
と
を
繋
ぐ
そ
の
具
体

（20）

的
な
人
物
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
自
体
、
興
福
寺
を
中
心
と
す
る
南
都
の
僧
侶

が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
藤
原
長
房
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
影
響
を
与
え
た
最
大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

6
　
お
わ
り
に

以
上
、
「
興
聖
寺
一
切
経
」
中
の
訓
点
資
料
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
興
聖
寺
一
切
経
」
全
体
の
伝
来
に
ま
で
検
討
を
行
な
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
南
都
、
と
り
わ
け
興
福
寺
に
お
け
る
一
切
経
書
写
と
し
て
の
訓
読
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
同
時
に

「
興
聖
寺
一
切
経
」
中
の
訓
点
資
料
に
見
出
さ
れ
る
国
語
が
国
語
史
上
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
の
か
を
見
通
す
こ
と
が
出
来
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
切
経
の
書
写
に
お
い
て
は
そ
の
書
写
自
体
に
非
常
に
大
き
な
労
力
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
訓
読
活
動
自

体
、
「
一
切
経
」
全
て
の
経
典
に
加
点
を
施
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
自
ず
と
制
限
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
加
点
と
い
う
行
為
自
体
に
注

目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
本
「
一
切
経
」
に
お
い
て
は
書
写
時
期
の
加
点
資
料
と
し
て
「
大
唐
西
域
記
」
「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
」
と
い
う
法
相
宗
の
祖
師
で
あ
る
玄
笑
三
蔵
の
伝
記
に
加
点
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
本
「
一
切
経
」
よ
り
数
十
年
遡
る
が
同
じ
南
都
の
「
法
隆
寺
一
切
経
」
　
に
お
い
て
も
次
の
奥
書
の
如

く
書
写
時
期
に
加
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、

同
年
六
月
田
幽
五
師
静
困
写
点
畢
以
此
結
線
力
出
離
生
死
生
云
々



大
治
元
年
閥
筈
月
十
六
日
法
隆
寺
一
切
経
之
内
勧
進
五
師
林
事
書
写
僧
静
尋
廻
向
天
上
大
某
　
　
（
巻
第
二
奥
書
）

同
じ
南
都
法
相
宗
の
「
一
切
経
」
勧
進
書
写
に
お
い
て
は
「
大
唐
西
域
記
」
「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
が
加
点
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
他
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
も
教
学
上
の
問
題
と
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
来
の
訓
点
資
料
研
究
に
お
い
て
は
加
点
さ
れ
た
言
語
そ
れ
自
体
を
研
究
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
背
景
と
も
言
う
べ
き
加
点
の
場

や
そ
の
過
程
に
関
す
る
問
題
は
未
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
一
切
経
」

（21）

中
の
加
点
資
料
に
注
目
す
る
こ
と
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注（
1
）
　
「
興
聖
寺
一
切
経
」
は
江
戸
時
代
に
補
修
が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
に
改
装
二
裏
打
ち
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
二
切
経
の
中
に
は
本
文
見
返
し
部

分
の
補
強
に
『
古
文
真
宝
抄
』
（
元
和
三
年
四
周
単
辺
古
活
字
版
）
の
料
紙
が
用
い
ら
れ
た
も
の
が
存
し
、
改
装
・
裏
打
ち
等
は
そ
れ
を
若
干
降
る

頃
か
と
考
え
ら
れ
、
加
点
の
時
期
も
そ
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
　
稿
者
は
平
成
六
年
度
～
九
年
度
の
京
都
府
教
育
委
員
会
に
お
け
る
興
聖
寺
一
切
経
調
査
の
一
員
と
し
て
調
査
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
調
査
に
お
け

る
成
果
（
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
‥
京
都
府
教
育
委
員
会
　
平
川
∵
3
）
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
　
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
の
如
き
論
考
が
存
す
る
。

●
吉
沢
義
則
「
井
々
竹
添
先
生
遺
愛
唐
抄
本
漢
書
楊
雄
伝
訓
話
」
（
『
国
語
説
鈴
』
）

●
吉
沢
義
則
「
濁
点
源
流
考
」
（
『
国
語
説
鈴
』
）

●
吉
田
金
彦
「
訓
点
拾
遺
五
題
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
1
輯
　
昭
3
4
・
3
）

●
築
島
裕
軍
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
ヲ
コ
ト
点
図
　
仮
名
字
体
表
』
（
汲
古
書
院

昭

6

1

・

3

）

●
小
林
芳
規
「
主
要
角
筆
文
献
に
つ
い
て
の
文
献
別
記
述
」
（
「
第
二
類
第
二
種
大
唐
西
域
記
巻
第
一
平
安
初
期
角
筆
点
」
）
（
『
角
筆
文
献
の
国

語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
汲
古
書
院
昭
6
2
・
7
）

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て

六
八
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
4
）
　
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
論
考
篇
』
昭
2
9
・
5
　
勉
誠
社
）

（
5
）
　
先
行
研
究
と
し
て
、
以
下
の
如
き
論
考
が
存
す
る
。

●
吉
田
金
彦
「
訓
点
拾
遺
五
題
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
1
輯
　
昭
3
4
・
3
）

●
曾
田
文
雄
「
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
十
二
の
朱
点
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
1
輯
　
昭
3
4
・
3
）

●
曾
田
文
雄
「
輿
望
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
十
二
併
解
読
文
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
4
輯
　
昭
3
5
・
1
0
）

●
曾
田
文
雄
「
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
十
二
併
解
読
文
－
「
賛
」
以
下
の
部
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
5
輯
　
昭
3
6
・
1
）

（
6
）
　
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
論
考
篇
』
（
昭
2
9
・
5
　
勉
誠
社
）

（
7
）
　
中
田
視
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
論
考
篇
』
（
昭
2
9
・
5
　
勉
誠
社
）

（
8
）
　
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
論
考
篇
』
（
昭
2
9
・
5
　
勉
誠
社
）

（
9
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
（
平
8
・
5
　
汲
古
書
院
）

（
1
0
）
　
訓
点
の
加
点
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
興
聖
寺
一
切
経
の
古
訓
点
資
料
（
『
興
聖
寺
一
切
経
報
告
書
』
　
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
三

集
　
平
1
0
・
3
）
　
に
お
い
て
検
討
し
た
。

（
1
1
）
　
東
辻
保
和
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
資
料
）
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
4
4
輯
　
昭
4
6
・
6
）

（
2
　
こ
の
「
四
恩
院
之
本
」
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
末
期
（
院
政
期
）
書
写
の
東
大
寺
蔵
「
大
般
若
経
」
東
大
寺
A
本
、
ま
た
、
こ
の
東
大
寺
「
大

般
若
経
」
と
二
具
と
考
え
ら
れ
る
生
駒
市
長
弓
寺
蔵
大
般
若
経
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
存
し
、
興
聖
寺
蔵
「
大
般
若
経
」
の
素
性
を
知
る
上
で
手
が

か
り
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
以
四
恩
院
勝
本
一
校
了
差
備
名
付
了
一
秩
十
巻
（
生
駒
市
長
弓
寺
蔵
「
大
般
若
経
」
巻
第
三
一
〇
）

●
元
仁
元
年
十
一
月
日
以
四
恩
院
本
校
鮎
了
（
生
駒
市
長
弓
寺
蔵
「
大
般
若
経
」
巻
第
四
三
二
）

●
以
興
福
寺
四
恩
院
之
勝
本
於
忍
辱
山
加
校
点
了
　
行
璽
（
飛
鳥
路
東
明
寺
蔵
大
般
若
経
巻
第
二
六
二
）

右
の
奥
書
の
「
勝
本
」
と
い
う
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
当
時
の
「
大
般
若
経
」
書
写
に
お
い
て
は
興
福
寺
の
「
四
恩
院
之
本
」
が
範
と
す
べ
き

本
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
1
3
）
　
「
国
語
史
上
に
お
け
る
仮
名
点
本
の
位
置
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
文
学
科
第
六
七
　
平
3
・
2
　
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
に



採
録
）

（
1
4
）
　
築
島
博
士
も
前
述
書
の
中
で
「
確
実
で
は
な
」
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
稿
者
自
身
原
本
を
実
見
し
た
が
筆
跡
は
弱
く
、
藤
原
教
長
の
筆
と
す

る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
1
5
）
　
訓
点
の
加
点
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
興
聖
寺
一
切
経
の
古
訓
点
資
料
（
『
興
聖
寺
一
切
経
報
告
書
』
　
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
三

集
　
平
1
0
・
3
）
　
に
お
い
て
検
討
し
た
。

（
1
6
）
　
「
「
大
唐
西
域
記
」
　
の
古
訓
点
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
5
5
・
1
2
）

（
1
7
）
　
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
「
訓
点
資
料
に
現
わ
れ
た
十
二
十
二
世
紀
の
仏
教
諸
宗
教
学
の
交
流
－
園
城
寺
を
中
心
と
し
て
－
」
で
検
討
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
　
但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
「
一
切
経
」
に
貞
慶
や
信
円
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
人
間
関
係
、
例
え
ば
彼
ら
の
兄
弟
に

は
叡
山
僧
が
お
り
（
信
円
の
兄
は
天
台
座
主
慈
円
）
、
そ
の
方
面
か
ら
の
伝
来
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
尚
一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
西
山
厚
氏
よ
り
ご
教
示
を
頂
い
た
。
ま
た
、
西
山
厚
「
貞
慶
の
十
三
回
忌
と
一
切
経
」
（
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
）

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
こ
の
藤
原
長
房
を
巡
る
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
五
味
文
彦
博
士
の
研
究
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
　
（
山
川
出
版
社
　
昭
5
9
）
・
『
絵
巻
を
読
む
歩
く

『
春
日
験
記
給
』
と
中
世
』
　
（
淡
交
社
　
平
1
0
）
が
存
す
る
。
そ
れ
に
依
る
な
ら
ば
、
藤
原
長
房
と
丹
波
国
と
を
繋
ぐ
人
物
と
し
て
藤
原
盛
実
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
藤
原
盛
実
は
「
春
日
験
記
絵
」
の
中
で
春
日
明
神
の
加
護
を
受
け
る
人
物
と
し
て
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
藤
原
俊

盛
の
子
息
で
『
春
日
社
造
替
年
序
記
』
　
に
よ
れ
ば
父
俊
盛
の
興
福
寺
東
金
堂
の
造
営
に
引
き
続
い
て
春
日
社
の
造
営
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
吉
記
』
に
よ
れ
ば
元
暦
三
年
に
備
後
守
か
ら
丹
波
守
に
つ
い
て
お
り
、
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
三
月
十
六
日
条
か
ら
出
家

後
に
は
南
京
南
都
の
浄
恵
房
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
彼
の
来
歴
か
ら
す
れ
ば
興
福
寺
辺
に
出
家
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
子
息
の

う
ち
、
尊
遍
は
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
で
あ
っ
た
実
尊
の
弟
子
と
な
り
、
艮
遍
は
貞
慶
門
下
の
覚
遍
興
福
寺
第
二
十
六
世
別
当
の
弟
子
で
あ
る
。
更
に

は
、
か
れ
の
姉
妹
が
藤
原
長
房
の
妻
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
原
盛
実
が
国
司
受
領
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
元
暦
三
年
（
二
八
六
）
で
、
「
西
楽
寺
一
切
経
」
成
立
か
ら
僅
か
十
数
年
で
あ
り
、
そ
の
勧
進

書
写
の
大
き
さ
、
又
、
彼
の
仏
教
的
事
業
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
西
楽
寺
一
切
経
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
彼
が
関
与
し
て

興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て
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い
た
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
資
料
も
存
さ
ず
、
寧
ろ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
歴
史
学
等
の
様
々
な
知

見
に
侯
つ
必
要
が
存
す
る
。

（
2
1
）
　
貞
慶
の
著
作
に
『
梵
網
経
古
連
記
』
が
あ
り
、
貞
慶
所
蔵
の
「
一
切
経
」
に
平
安
中
期
の
『
梵
網
経
』
の
加
点
資
料
の
存
す
る
こ
と
に
も
注
目
で

き
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
第
二
十
二
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
で
の
発
表
を
鳥
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
十
一
年
・
十
二
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
　
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




